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1. 施工要領 

1.1 概要 

この施工要領は、「F ヒータ施工図に従って、F ヒータを取付け、施工するときの 

一般的な工法、検査及び注意事項を明記したものです。 

是非、本書をご一読の上確実な施工、検査を行って下さい。 

 

1.2 使用工具 

電気工事（屋内配線工事）に必要な工具一式あれば十分です。 

（1） ＋－ドライバー 

（2） ペンチ、ラジオペンチ、ニッパー 

（3） カッターナイフ、ハサミ、（ケルンパンチ） 

（4） 圧着ペンチ 

その他 

（5） 工業用ドライパー、ホットジェット（収縮チューブの加熱収縮用） 

 

1.3 検査用測定機 

絶縁抵抗計（500V DC メガー： 1000MΩまで測定可能な計器） 

電圧計、電流計、抵抗計 

 

1.4 作業分担 

取付け作業は、3人 1組で行うと最も能率的です。 

3人の作業をそれぞれ次の様に分担して下さい。 

作業者 1： ヒータのねじれ、くびれを直しながらヒータを送り出して行く。 

作業者 2： ヒータを配管類に取付けて行く。 

作業者 3： ヒータをガラスクロス粘着テープで止めて行く。 

F ヒータの施工には特別な知識を必要としていませんが、作業者 2は F ヒータの

取付け、取扱方法に熟知している方が適しています。 

※F ヒータの取付け方法については、2. 施工図をご参照下さい。 
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1.5 作業手順 

一般的な作業手順は、次の様になります。 

 F ヒータの切断  

 ↓ 

・・・・・・・・・・・・・ 配管類の長さ（余長を含んだ）に切断する。 

 F ヒータの取付け  

 ↓ 

・・・・・・・・・・・・・ F ヒータを取付け、ガラスクロス粘着テープ

（及びアルミ粘着テープ）で固定して行く。 

 メガーテスト  

 ↓ 

・・・・・・・・・・・・・ 500V メガーで絶縁をチェックする。    

（F ヒータ単体時 1000MΩ以上であること） 

 電源投入部、端末部の処理  

 ↓ 

・・・・・ 電源線との接続及び端末部の処理を行う。 

 メガーテスト  

 ↓ 

・・・・・・・・・・・・・ 再度絶縁をチェックする。 

 保温工事  ・・・・・・・・・・・・・ 再度絶縁をチェックする。 

 

 

 F ヒータの切断  

（1） 加熱スパンごとに施工ロスを考慮した長さ分（通常 1～2割増）で F ヒータを 

切断します。 

（2） 切断した F ヒータを加熱スパンごとにタバ状に巻き取り、荷札等で番号付け 

を行います。 

 F ヒータの取付け  

（3） 電源の投入側から端末部に向かって取付けます。 

※F ヒータの取付け方法については、2. 施工図をご参照下さい。 
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 メガーテスト  

（4） メガーテスト（絶縁抵抗値の測定）を行います（図 1.5-1参照）。 

測定値が 1000MΩ（メグオーム）以上あれば OKです（F ヒータ単体時）。 

電源線と接続して測定すると電源線の絶縁抵抗の影響を受けますので 

ご注意下さい。（電源線込みの場合は 100MΩ以上） 

絶縁不良の場合は不良箇所を除去して、新しいヒータと交換して下さい。 

 

 

 図 1.5-1 メガーテスト 

 

 給電線と接続するために口出しした F ヒータの 2本の芯線を短絡させて 

芯線（2本）と配管の間で測定します。 

 芯線側を測定端子[＋]、網組を[－]に接線して測定して下さい。 
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 電源投入部、端末部の処理  

（5） メガーテスト終了後、電源投入部（電源システムキット、電源接続キット）、 

サーモスタット等を取付け、端末部を処理します。 

 メガーテスト  

（6） 再度メガーテストを行います。 

（7） F ヒータの残量を計尺して、実際に施工された F ヒータを記録します。 

 保温工事  

（8） 以上の取付けが終了したら直ちに保温材を施工します。保温材工事終了後、

再度メガーテストを行います。保温材工事で F ヒータに損傷を与えた場合は、

測定値が低下します。その際には、損傷による絶縁不良箇所を除去し、新しい

ヒータと交換して下さい。F ヒータを取付けたままで長時間放置すると、F ヒータ

の損傷や雨水による冠水の危険性があり、事故発生の原因になります。 

 各工程後の検査  

F ヒータの検査項目例については、次頁（P7）を参照下さい。 
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各工程後の F ヒータ検査 （例） 
 

 

 

1. 施工場所 

 

2. 検査日 年 月 日 

時 間 AM / PM ： 測定者 

   天 候 

   気 温 

 

検査項目 検査要領 結果 

外観検査 

F ヒータ種類 

F ヒータの損傷の有無 

F ヒータの固定具合 

接続部のシール性 

トレース仕様 

 

回路抵抗検査 
F ヒータの長さ 

回路全体での合成抵抗測定 

            m 

            Ω 

絶縁抵抗検査 500V メガーにて測定 
F ヒータ単体時 

1,000MΩ以上 
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1.6 F ヒータ取扱上の注意 

F ヒータの取扱に際しては、外層被覆の損傷防止に十分留意して下さい。 

外層被覆の損傷は、電気的絶縁不良、劣化につながり、事故の原因になり 

ます。 

○注意事項 

（1） 地面を引きずらないで下さい。 

（2） 安全靴等で踏みつけないで下さい。 

（3） 重量物を F ヒータの上に置かないで下さい。 

（4） 何かに引っ掛けたときには無理に引っ張って外さないで下さい。 

 

1.7 作業上の注意 

（1） 配管の汚れは拭取っておき、バリ、溶接玉は完全に取り除いて下さい。 

F ヒータ損傷の原因になります。 

（2） マーキングを上面にして取付けると、施工途中で F ヒータのねじれを監視する

ことができ、大変便利です。 

（3） 配管、機器にぴったり密着させるのが望ましいですが、そのために引っ張って

無理な力が掛からない様にして下さい。 

（4） 多少のたるみは加温効果に影響しません。 

（5） 施工において、F ヒータを鋭角に折り曲げないで下さい。 

（6） F ヒータが突起物に当たるときは、ガラスクロス粘着テープ、アルミ粘着テープ

などで保護し、外層被覆の損傷を防いで下さい。 

（7） 施工後ヒータの上にサーモセメント、金網等を設置しないで下さい。 

（8） 配管、機器類への F ヒータ取付けは、専用のガラスクロス粘着テープ、アルミ

粘着テープを使用して下さい。ガムテープ、ビニールテープ、番線などは使用し

ないで下さい。 
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1.8 保温工事上の注意 

保温工事では、特に板金仕上時の F ヒータ損傷、保温材への浸水に注意して 

下さい。 

（1） 菊しぼりを浅くとって、F ヒータが損傷しない様にして下さい。 

（2） 異形部分（エルボ、フランジ、機器類）の保温工事では特に注意して下さい。 

（3） 保温材の防水処理を完全に行って下さい。浸水は保温効果を極端に悪化さ

せ、さらに絶縁抵抗劣化の原因にもなります。 

 

1.9 その他の注意事項 

（1） F ヒータは、厳しい社内検査を経て出荷されておりますので、製品の損傷は 

全くありませんが、以前使用した残りを使う場合は、絶縁抵抗の再チェックを 

する目的で取付施工前のメガーテストをお勧めします。 

（2） F ヒータの施工は、配管の耐圧テスト、及び X線検査終了後に行って下さい。 

（3） 施工に変更があった場合は、直ちに図面の修正をして下さい（F ヒータは、 

保温材の下にかくれてしまいますので、後のメンテナンスが困難になります）。 

（4） F ヒータの施工は、電気工事や絶縁抵抗測定等を行いますので、作業者の 

中に必ず電気工事士の資格のある人を加えて下さい。 

（5） 不明な点は当社までご連絡下さい。 
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2. F ヒータ施工図 

取付施工の参考となる様、以下の施工図面を示します。 

施工図、施工要領に従って確実な作業をお願い致します。 

バルブ等の異形部分の放散熱量は直管部より大きいので、F ヒータの取付長は

多くなります。 

詳細につきましてはお問合せ下さい。 
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